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図11水面を水中から見た流体力学的粗度長μoと水中の摩擦速度〃＊
　　との関係．各記号は観測値，太い実線は対数分布モデルによる関
　　係，細い数本の実線はストークス流の対数分布範囲から決められ
　　る形式的な粗度長．
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図12晴天日の海面水温の日変化の最高水温と最低水温の差に対する
　　高度10mの平均風速との関係．各記号は波浪の有義波高の平均
　　値H・／・によって分類した．ただし，1969年7月から9月の期間
　　で日照時間が9時間以上の場合である．水温計はブイに取り付け
　　てあるので波とともに上下に動くように作られている．（資料は近
　　藤・内藤・藤縄，1972による．）
がら，観測結果を見るかぎり波が小さい風胴水槽内と波が大きい海や湖における流速鉛直分
布の相違は検出できない．図12は1969年7月から9月の晴天日（横浜地方気象台での目照
時問が9時問以上の目を晴天目とした．）に相模湾内平塚沖海洋観測塔で観測した海面水温
（実際には水深2cm付近の水温）の目変化の最高水温と最低水温の差である．6時から15
時にかけての平均風速を横軸にとり，波浪の有義波高によって記号わけをした．白丸印は台
風の余波をうけてかなり波が高いとき，黒丸印は波が非常に小さいとき，プラス記号は中間
の波高のときである．この図は一つの証拠を示すものであろうが，鉛直熱輸送によって起こ
る海面付近の水温変化は，摩擦速度に依存するが，うねりのような長周期波の波高に依存し
ているかどうかは明確でない．
6．結　　　論
　風によって流される海洋最上層について，薄い油紙を水面に流したり，微小ブイを水面下
の一定水深に流し，その移動を追跡して，流速鉛直分布を観測した．
　流速は水面からの深さに対して対数分布の形である．この対数分布の流体力学的粗度長は
海面を空気側から見た幾何学的粗度と水中側からみた幾何学的粗度が等しいという仮定と，
流体力学的相似のモデルから得られる値にほぼ等しい．ただし，海面の空気側から見た空気
力学的粗度長は波浪の高周波成分，すなわち3Hzから30Hzの周波数成分がつくる幾何
学的粗度で形成される代表的なスケールの関数である（前回の研究による．）．
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　　水中の流速対数分布のこう配からきめられる水中のレイノルズ応力は風速から求まるレィ
ノルズ応力と近似的にほぼ等しい．
　　表面流速は高度10mの風速の2ないし4％，または空気中の摩擦速度とほぼ一等しい値で
ある．また，ストークス流としての計算値は観測値のおよそ半分である．水中の流速につい
ては，その対数分布範囲のこう配だけで比較するならばストークス流としての計算値と対数
分布モデルの値はほぼ等しいが，流速の大きさはストークス流と観測値は相当くいちがう．
ストrクス流の鉛直分布は吹送距離，すなわち風胴水槽内であるか海岸かによって異なるが，
観測される流速鉛直分布は海面のレィノルズ応力だけでほぼきまり，風胴水槽の海洋におけ
る差違は明りょうでない．
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